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　「
農
と
住
が
調
和
し
た
農
村
風
景
と
緑
豊
か

な
自
然
環
境
」
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
貴
重

な
財
産
で
す
。

 
こ
れ
ら
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
は
私
た
ち
の
役
目
で
も
あ
り
ま
す
。

広
見
東
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
こ
の
自
然
の

保
全
を
基
本
と
し
「
人
と
自
然
が
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

 
そ
の
実
現
に
向
け
四
つ
の
将
来
像
、
九
つ

の
計
画
を
立
て
、
そ
の
計
画
を
五
つ
の
部
会

（
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
審
議
部
会
、
防
災
安
全

部
会
、
環
境
・
景
観
部
会
、
可
児
川
散
策
道

部
会
、
歴
史
・
文
化
・
交
流
部
会
）
で
実
現

し
て
い
き
ま
す
。

    
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
こ

の
計
画
は
、
可
児
市
の
行
政
計
画
の
一
つ
に

な
り
ま
す
。

 
市
は
こ
の
計
画
に
対
し
て
責
任
を
も
ち
、

そ
の
役
割
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策

定
し
て
い
な
い
他
の
地
区
と
比
較
し
て
、
優

先
し
て
公
共
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

 ●
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 
広
見
東
部
地
域
で
は
、
東
海
環
状
自
動
車

道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
か
ら
９
年
前
、
道
路
建
設
計
画
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果

と
し
て
平
成
１６
年
に
「
広
見
東
部
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
ル
ー
ル
」
が
出
来
上
が
り
、
現
在

地
域
の
ル
ー
ル
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
今
回
、
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
条
例
に
基
づ
い
た
協
議
会
が
組
織

さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
参
加
の
も
と
、
「
ま

ち
づ
く
り
ル
ー
ル
」
を
基
本
に
、
新
た
な
課

題
も
盛
り
込
ん
だ
計
画
書
が
、
約
一
年
半
か

け
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
住
民

と
地
権
者
の
同
意
を
得
て
市
へ
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
、
き
っ
か
け
で

インターチェンジが開通した広見東部地域

広見東まちづくり計画書

広見東部地域のまちづくりルールブック

景観に配慮して立てられてた集合看板

将
来
こ
ん
な
ま
ち
を

 
　
　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

市
も
積
極
的
に

 
　
　
　
　
参
画
し
て
い
き
ま
す

 
こ
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
平
成
２３

年
ま
で
の
５
年
間
、
広
見
東
自
治
連
合
会
の
全
区

域
を
対
象
に
、
こ
の
地
域
に
関
わ
り
を
も
つ
人
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

 
同
時
に
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団
体
等
に
も

積
極
的
な
働
き
掛
け
を
行
い
、
活
動
の
趣
旨
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
人
た
ち
の
参
加
を
募
り
、
活

動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
、

 
　
　
　
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

広見東　「自分たちのまちは、自分たちで」という広見

東部に対する郷土愛で、足かけ９年にわたる私た

ちのまちづくり活動の集大成として今回の計画が

出来上がりました。しかし、これからが本当のス

タートでもあります。今、決意を新たに、この計

画を着実に進め、「将来にわたって本当に住み良

い東部」を目指していきたいと思っています。

　地方分権が進む今日、これからのまちづくりは

今までの行政主導から、市民が主体となった市民

本位のまちづくりへと変化しています。そのよう

な状況を踏まえ、市では平成16年に条例を制定し、

協働のまちづくりを進めています。

 今回、条例に基づき初めて認定された計画がで

きたことによる素直な喜びと、地域の皆さまの努

力に敬意を表すると共に、今後これらのまちづく

りが各地域にも広がるよう努めたいと考えます。

広見東
まちづくり協議会
代表　渡辺克彦さん

―市民参画と協働の時代―

可児市長　山田　豊

市では、平成１６年に施行した「市民参画と協働のまちづくり条例」を活
用し、市民と市と事業者が、お互いの立場や役割を尊重し、協働でまち
づくりを進めています。今回、広見東まちづくり協議会から広見東まち
づくり計画が提案され、まちづくり審議会での審議を経て、その答申に
基づき、条例施行後初の地区まちづくり計画が認定されました。

広見東まちづくり計画
４つのまちの将来像

９つの計画

「人と自然が調和した　暮らしやすいまち」　　　
○農と住が調和したやすらぎのあるまち
○みんなが安心・便利に暮らすことができるまち
○花いっぱい緑いっぱいの快適なまち
○歴史・文化を通じたふれあい（交流）のあるまち

 　　計画１　　まちづくりルールを守ろう、伝えよう　　　　　　　　　　
 　　計画２　　災害に強いまちにしよう　　　　　　　　　
 　　計画３　　犯罪に強いまちにしよう　
 　　計画４　　みんなが集えるまちにしよう　　　　　　　
 　　計画５　　環境美化と緑化を進めよう　　　　　　　　　　　　　　　
 　　計画６　　水や緑を活かした環境をつくろう　　　　　　　　　　　
 　　計画７　　可児川の自然とふれあい楽しく歩けるふるさとの道づくりをしよう
 　　計画８　　地区の歴史・文化を再認識しよう　　　　　　　　　　　　　　
 　　計画９　　地区の歴史・文化をみんなに伝えよう、そしてふれあおう

認定式の様子

―自分たちのまちは
　　　自分たちで―



●
可
児
工
業
高
等
学
校
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ

 

校
内
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
清
掃
活
動
、
募

金
活
動
、
文
化
祭
で
の
福
祉
活
動
を
は
じ
め
、

警
察
署
と
の
連
携
に
よ
る
自
転
車
点
検
、
交

通
安
全
指
導
、
街
頭
啓
発
な
ど
へ
積
極
的
な

参
加
実
践
を
し
て
高
校
生
と
し
て
の
生
き
方

を
見
つ
け
て
い
ま
す
。

  

　 

●
旭
小
学
校
吹
ヶ
洞
分
団

 

分
団
長
、
副
分
団
長
が
上
手
に
旗
と
笛
を

使
っ
て
素
早
く
安
全
に
団
員
を
登
校
さ
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
停
車
し
て
く
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
や
地
域
の
方
へ
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ

つ
が
で
き
ま
す
。

 

　 ●
今
渡
北
小
学
校
児
童
会

 

昭
和
５８
年
以
来
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転

を
願
い
、「
交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦
」
を
実
施
。

毎
年
手
紙
や
し
お
り
を
作
成
し
、
地
区
の
安

全
協
会
や
交
通
マ
マ
さ
ん
と
と
も
に
道
路
や

大
型
ス
ー
パ
ー
店
頭
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
渡

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
　

  

　
　

●
蘇
南
中
学
校
生
徒
会

 

蘇
南
中
校
区
の
小
学
校
児
童
会
に
呼
び
掛

け
、
第
９
回
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
「
小
・
中
の

交
流
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
地
域
行
事
へ
の

参
加
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が
主
役

と
な
り
自
治
力
を
身
に
つ
け
自
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
始
め
ま
し
た
。

  

　

 

●
三
島
　
悦
子
さ
ん
（
蘇
南
中
学
校
３
年
）

●
太
田
　
好
美
さ
ん
（
蘇
南
中
学
校
３
年
）

 

夏
休
み
に
毎
朝
６
時
半
か
ら
７
時
ま
で
、

名
鉄
可
児
川
駅
周
辺
の
ご
み
拾
い
・
清
掃
・

花
壇
の
草
抜
き
な
ど
を
行
い
、
そ
の
活
動
を

続
け
て
い
く
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す

が
す
が
し
い
気
持
ち
や
意
義
を
強
く
実
感
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
　
生
涯
学
習
課
　

今渡北小学校レター作戦

　
「
視
覚
障
害
者
の
サ
ッ
カ
ー
の
た

め
の
募
金
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
」

 

私
は
先
日
、
募
金
活
動
を
初
め
て

し
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
だ
か
ら
協

力
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
の
努
力
を
知
り
、
も

っ
と
勝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

膨
ら
ん
だ
の
で
、
協
力
し
た
い
と
思

っ
た
の
で
す
。

 

私
が
、
募
金
活
動
を
し
て
思
っ
た

こ
と
は
「
知
ら
な
い
」
で
は
な
く
「
知

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
気
持
ち
の
持
ち

方
ひ
と
つ
で
、
人
の
た
め
に
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
。

 

今
回
の
募
金
活
動
に
関
わ
っ
た
こ

と
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
か
私
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

初
め
は
小
さ
な
声
し
か
出
な
か
っ
た

の
に
、
い
つ
の
間
に
か
大
き
な
声
を

出
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
、
驚
き

ま
し
た
。
「
知
っ
た
」
こ
と
で
、
自

分
の
中
の
世
界
が
一
つ
広
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
目
を
向
け
て
、
誰
か
の
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
進
ん
で
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

世
の
中
に
は
親
の
愛
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
自
分
が
悩
み
苦
し
い
時
に
、
優

し
く
厳
し
く
後
ろ
か
ら
支
え
て
く
れ

る
存
在
が
い
な
け
れ
ば
子
ど
も
が
ど

う
な
っ
て
い
く
か
分
か
り
き
っ
て
い

ま
す
。

 

新
聞
で
よ
く
犯
罪
を
犯
し
た
少
年

の
家
庭
環
境
が
取
沙
汰
さ
れ
ま
す
。

確
か
に
本
人
の
心
の
弱
さ
が
原
因
で

す
が
、
温
か
い
親
の
元
で
暮
ら
す
自

分
と
の
違
い
に
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

自
分
を
見
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る

と
思
え
ば
私
た
ち
子
ど
も
は
安
心
で

き
る
の
で
す
。
温
か
い
親
に
見
守
ら

れ
、
心
が
豊
か
で
い
ら
れ
る
子
ど
も

な
ら
ば
自
分
の
存
在
や
命
の
大
切
さ

を
自
然
に
覚
え
ま
す
。

 

私
は
今
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
わ
た
し
は
こ
れ
か

ら
も
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。
「
親
の
大
切
さ
」
私
も

自
分
の
子
ど
も
に
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

  

当
た
り
前
に
有
る
テ
レ
ビ
、
自
動

車
、
エ
ア
コ
ン
、
僕
た
ち
の
横
に
は

い
つ
も
便
利
が
あ
り
、
僕
ら
は
毎
日

の
よ
う
に
便
利
を
必
要
と
し
使
用
し

て
い
ま
す
。

 

今
地
球
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

り
様
々
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
が
起
こ
り
始
め
て
か
ら
、

今
ま
で
に
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
こ

と
が
改
善
さ
れ
た
か
。
き
っ
と
数
え

切
れ
て
し
ま
う
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

 

小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
行

っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
ち
っ
ぽ

け
な
こ
と
で
も
必
ず
地
球
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し

い
の
で
す
。

 

僕
は
、
「Love  Earth

」
を
宣
言

し
ま
す
。
今
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
み
ん
な
に
も

地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
広
め

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

球
は
、
僕
た
ち
が
作
っ
て
い
く
の
で

す
。
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
地
球
を
愛

し
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
地
球
と
生
き

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

奨
励
賞
に
は
、
虎
澤
佑
妃
子
さ
ん
・

永
富
圭
祐
さ
ん
（
帝
京
大
学
可
児
中
）
、

杉
野
涼
太
さ
ん
・
奥
川
あ
か
り
さ
ん

（
東
可
児
中
）
、
前
田
翔
平
さ
ん
・

吉
田
美
陽
さ
ん
（
広
陵
中
）
、
小
鍛

冶
孝
志
さ
ん
（
西
可
児
中
）
、
鈴
木

瑠
美
さ
ん
（
蘇
南
中
）
、
豊
田
洋
行

さ
ん
（
中
部
中
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

わ
た
し
の
主
張
　
2
0
0
6

日
ご
ろ
の
思
い
を
言
葉
に
込
め
て

日
ご
ろ
の
思
い
を
言
葉
に
込
め
て

日
ご
ろ
の
思
い
を
言
葉
に
込
め
て

６
月
１０
日
、
少
年
の
主
張
可
児
市
大
会
「
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
６
」
が
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
６
つ
の
中
学
校
か
ら
２
人
ず
つ
、
計
１２
人
の
代
表
者
が
出
場
。
社
会
に
向
け
て
の
意
見
や
、
家
庭

や
、
学
校
生
活
、
社
会
（
地
域
活
動
）
と
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
発
表
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』

 
　
　
　
　
　
　
　
　
森
綾
穂
さ
ん
　

　
（
中
部
中
学
校
２
年
生
）

優
秀
賞

『
私
達
の
心
と
家
庭
環
境
』

 
　
　
　
　
井
上
瑛
恵
さ
ん
　

　
（
西
可
児
中
学
校
２
年
生
）

優
秀
賞

 
『
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
 
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
』

 
　
　
　
　
可
児
良
介
さ
ん
　

　
（
蘇
南
中
学
校
２
年
生
）

数
々
の
活
動
に
参
加
・
実
践

分
団
を
ま
と
め
て
安
全
登
校

校
区
で
の
小
中
学
校
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト
の
実
施

交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦

夏
休
み
毎
朝
の
清
掃

善行少年2人と4団体を表彰

「少年の主張大会」と併せて、善行少年の表彰式が行われました。「少年「少少年年年のの主主張大の主張張大大会会」と併会」とと併併せせせてて、善せて、善善行行少少年年の行少年年のの表表彰彰式式が表彰式がが行行わわれれま行われましした。たた。
みんなの手本となる思いやりのある優しい気持ちを、温かい社会の中ではぐくみましょう。みんなみみんんなのの手手本となの手本本となるる思思いいとななる思いやりのああるややりりののあある優優しい気る優しいい気持持ちちをを気持持ちを、温かかいい社社温温かかい社会の中中ででは会会のの中中ではぐくみまはぐぐくくみみまし うまししょょうう。本本本

表彰を受けた団体の代表者たち表彰を受けた団団体体のの代代表表者者たち表彰を受けた団体の代表者たち表表彰をを受受けた団彰を受けた団体の代表者団体体のの代代表表者たち者たち
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○
一
般
競
争
入
札

　
市
が
公
表
す
る
最
低
売
却
価
格
以
上
で
最
高
価
格
を

提
示
し
た
人
を
売
払
い
の
相
手
と
す
る
方
法
で
す
。

○
公
募
抽
選

　
あ
ら
か
じ
め
売
払
い
価
格
を
公
表
し
て
購
入
希
望
者

を
募
集
し
、
応
募
者
が
複
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
で

当
選
者
を
決
定
し
て
、
売
払
い
の
相
手
と
す
る
方
法
で

す
。

○
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
物
件
…
１
件
（
別
表
１
）

○
公
募
抽
選
に
よ
る
物
件
…
１５
件
（
別
表
２
）

※
１
人
（
１
社
）
に
つ
き
、
１
物
件
の
み
申
し
込
み
可
。

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付

の
上
直
接
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
郵
送
（
期
間
最
終
日

必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
資
格
や
概
要
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
お
よ
び
案
内
書
は
、
管
財
課
窓
口
で
お
渡
し

　
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

　
あ
り
ま
す
。

８
月
１５
日
（
火
）
〜
９
月
１５
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）

〒
５
０
９
蝟
０
２
９
２
　
可
児
市
広
見
一
丁
目
１
番
地

可
児
市
総
務
部
管
財
課

売
り
払
い
方
法

売
り
払
い
物
件

申
込
方
法

受
付
期
間

受
付
場
所

○
個
人
の
場
合
＝
住
民
票
、
身
分
証
明
書
、
誓
約
書
　

　（
外
国
籍
の
人
は
、
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
、　

　
誓
約
書
）

○
法
人
の
場
合
＝
法
人
全
部
事
項
証
明
書
、
誓
約
書

○
一
般
競
争
入
札

▽
日
時
　
１０
月
１０
日
（
火
）
午
前
１０
時
〜

▽
場
所
　
可
児
市
役
所
１
階
会
議
室

○
公
募
抽
選

▽
日
時
　
１０
月
１０
日
（
火
）
午
前
１０
時
１０
分
〜

▽
場
所
　
可
児
市
役
所
１
階
会
議
室

○
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
…
入
札
ま
で
に
最
低
売
却
価
格
の
１
０
０

分
の
５
の
金
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
保
証
金
…
売
買
契
約
締
結
時
ま
で
に
、
売
買
代
金

の
１
０
０
分
の
１０
以
上
の
金
額
か
ら
入
札
保
証
金
を
引

い
た
金
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

売
買
代
金
…
契
約
締
結
日
か
ら
３０
日
以
内
に
、
売
買
代
金

か
ら
契
約
保
証
金
を
引
い
た
金
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
札
保
証
金
は
落
札
者
以
外
の
人
に
は
返
金
し
ま
す
。

○
公
募
抽
選

契
約
保
証
金
…
売
買
契
約
締
結
時
ま
で
に
、
売
買
代
金

の
１
０
０
分
の
１０
以
上
の
金
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

売
買
代
金
…
契
約
締
結
日
か
ら
３０
日
以
内
に
、
売
買
代

金
か
ら
契
約
保
証
金
を
引
い
た
金
額
を
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先
　
管
財
課
　

必
要
書
類

入
札
・
抽
選
の
日
時
と
場
所

保
証
金
と
売
買
代
金

一般競争入札による物件№１ 公募抽選による物件№１～５ 公募抽選による物件№６

公募抽選による物件№７ 公募抽選による物件№８ 公募抽選による物件№９

公募抽選による物件№１０ 公募抽選による物件№１１ 公募抽選による物件№１２

公募抽選による物件№１３ 公募抽選による物件№１４ 公募抽選による物件№１５

市有地をお売りします市有地をお売りします市有地をお売りします
物件の位置図

公募－笊

公募－笳
今渡台

公募－笙

愛知用水 今春トンネル

公募－笘
－公募 笆

至土田

譁ヤイリギター

入札－笊

愛知用水

木曽川
公募－笞

公募－笵
公募－笨

至御嵩

可児工業高校

国道21号

教職員住宅

塩公民館

可児川

矢戸川
公募－笶

戸走橋

至帷子

至土田

姫治公民館
姫治連絡所

ひめ幼稚園

公募－筐
公募－筺

Ｊ
Ｒ
太
多
線

姫
川

花立橋

GS

アーラ

公募－笄
禅台寺

至今渡
至広見

東海環状

至広見

広見東連絡所

公募－筍

至
御
嵩

可児駅

広見橋

公募－笋

村木児童公園
可児川

公募－筌

至御嵩

可児工業高校

至美濃加茂

めぐみ保育園

※ 現地には案内看板が設置してあります。

一般競争入札による物件（別表１）

公募抽選による物件（別表２）

市が所有する土地を、一般競争入札で１物件、公募抽
選で１５物件お売りします。個人・法人は問いません。
買い受けを希望する人はぜひご参加ください。

所有権移転登記手続きの
費用は市が負担。
隣地との境界は確定。
境界標も設置ずみです。

No 所　　在　　地 地積（㎡） 最低売却価格（円） 用　途　地　域 備　　　　　　考

No 所　　在　　地 地積（㎡） 売却価格（円） 用　途　地　域 備　　　　　　考

１ 下恵土３２４３-２５ ３７６.２３

５９.３５
５５.６５
９３.８３
１２９.０６
１９６.３６
１８７.３３
２０３.９１
４５３.２３
２９７.１８
２４８.４４
３２６.８０
２３９.１０
１３５.７３
１７１.３２
１０１.９２

１０,５３４,４４０

１,８９９,２００
 １,７８０,８００
３,００２,５６０
５,１２３,６８２
６,２８３,５２０
１０,０２２,１５５
７,２３８,８０５
１９,３５２,９２１
８,６４７,９３８
７,８５０,７０４
３,２６８,０００
１３,６２８,７００
４,２７５,４９５
４,９３４,０１６
３,６６９,１２０

第１種住居地域

第１種住居地域
第１種住居地域
第１種住居地域
第１種住居地域
第１種住居地域
第１種住居地域
工業地域
無指定
無指定

第１種低層住居専用地域
無指定（建築不可）
準工業地域
無指定

近隣商業地域
第１種住居地域

送電線路の地役権が設定されて
います

抵当権などは設定されていません

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

今渡２５１３-４１
今渡２４９９-９
今渡２４９９-７
今渡２５１３-３６
今渡２４９５-１
川合２７９３-３１２
土田５０３５-１
中恵土２３７１-１３４
塩４７０-１
みずきケ丘三丁目１４９
下切３４２２-１
下恵土４１４７-２
瀬田８１２-２
広見７０９-１
中恵土２３５９-１８６

徳野南２丁目

国道21号 国道21号

愛知用水

至鳴子

ハロー

ハロー

旧国道248号

旧国道248号

ミニストップ

姫治グラウンド

可児御高インター

至花フェスタ記念公園
広見児童センター

Ｊ
Ｒ
大
多
線

Ｊ
Ｒ
太
多
線

八幡神社南
（さつきバス停）

サークルK

国道248号

国道248号

中部電力譁
土田変電所

名古屋パルプ譁

譁小林三之助商店

可児市防災無線

関西電力今渡変電所
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ひ
ら

癒
し
の
島

沖
縄
県

　
那
覇
市

●
記
　
小
池
由
起
子
さ
ん（
西
帷
子
）

８２

　
全
国
的
に
青
少
年
を
狙
っ
た
犯

罪
が
増
加
す
る
一
方
、
市
内
で
は
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
活
動

諸
団
体
等
の
活
動
の
強
化
に
よ
り
、

今
年
度
に
入
り
、
不
審
者
に
関
す

る
情
報
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
で
も
、

青
色
回
転
灯
な
ど
を
着
け
た
車
で

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
防
災
行

政
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
試
験
的
に

行
っ
て
き
た
不
審
者
・
不
審
電
話

情
報
の
メ
ー
ル
配
信
を
、
７
月
１

日
か
ら
は
、
希
望
す
る
人
全
員
に

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま

し
た
。
不
審
者
情
報
が
学
校
な
ど

か
ら
入
り
次
第
、
発
生
場
所
・
日

時
・
不
審
者
の
特
徴
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
登
録
は
　
自
分
の

携
帯
電
話
か
ら
簡
単
に
で
き
ま
す
。

（
携
帯
電
話
専
用http://w

w
w
.

anshin-bousai.net/kani

）

 

市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、

引
き
続
き
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
見
守
り
活
動
の
強
化
や
呼
び

掛
け
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
青
少
年

　
係 青

少
年
育
成
だ
よ
り
澀

不
審
者
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

 

碧
く
澄
ん
だ
海
に
囲
ま
れ
、
観
光
地
と

し
て
名
高
い
沖
縄
県
。
そ
の
県
都
で
あ
る

那
覇
市
が
、
私
の
故
郷
で
す
。

 

世
界
遺
産
「
首
里
城
跡
」
に
ほ
ど
近
い

母
校
　
沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校
（
旧
一

中
）
で
は
、
毎
年
「
慰
霊
の
日
」
に
、
学

徒
隊
を
祀
っ
た
「
一
中
健
児
之
塔
」
に
祈

り
を
捧
げ
る
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

本
土
か
ら
遠
く
海
を
隔
て
て
独
自
の
文

化
を
発
展
さ
せ
て
き
た
沖
縄
は
、
武
力
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
悲
し
い
歴
史
を
た
ど

っ
て
き
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
基
地
問
題

等
、
大
き
な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

そ
ん
な
悲
し
み
、
苦
し
み
を
抱
え
な
が

ら
も
、
沖
縄
の
お
ば
あ
達
は
笑
顔
を
絶
や

し
ま
せ
ん
。
お
盆
等
、
親
戚
が
集
ま
る
時

に
は
、
島
中
に
三
線
の
音
色
と
歌
声
、
手

拍
子
、
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

 
美
し
い
海
や
三
線
の
音
色
に
癒
さ
れ
、

夏
の
風
物
詩
「
エ
イ
サ
ー
」
に
血
が
騒
ぐ

私
で
す
が
、
や
は
り
故
郷
の
一
番
の
魅
力

は
、
島
人
の
人
情
の
厚
さ
、
お
お
ら
か
な

人
柄
で
す
。

 

「
イ
チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
（
行
き
会

っ
た
ら
兄
弟
）
」

と
い
う
方
言
が
あ

り
ま
す
。
縁
あ
っ

て
出
会
っ
た
人
は

身
内
も
同
然
、
と

い
う
島
人
ら
し
い

心
も
ち
が
、
私
は

大
好
き
で
す
。

さ
ん
し
ん

ま
つ

（那覇市提供）

各地区での子ども見守り活動の様子

那覇市
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４カ月で寝返りができるよ
うになったよ！次は、ハイ
ハイを頑張るゾ♪

私たち仲良し幼なじみ！
お花大好き♪花フェスは
楽しいな☆

9

押忍！　空手が大好きです
●神谷優良 さん（瀬田・７歳）

　初めて空手衣にそでを通したのが、生まれて半年
の時。お父さんと一緒に空手がやりたくて、４歳か
ら本格的に道場に通い始めました。それからめきめ
きと腕を上げ、全国大会をはじめとする数々の大会
で、優勝を12回飾っています。
 優良さんが習っているのは、相手に攻撃を与える
実戦空手で、試合では容赦ない突きや蹴りで攻め合
います。とにかく負けることが大嫌いで、悔し涙を
流すこともありました。
 稽古には、お父さんが塾長を務める道場に１週間
に６日通います。道場では親子から「塾長」と「塾生」
の間になり、塾長から指導を受けながら、他の塾生
とともに技を磨いています。
 ピアノも習っている優良さんですが、やはり何よ
りも空手が大好き。「世界チャンピオンを目指したい」
と話す優良さんの将来の夢は、もちろん空手の選手
になることです。

会員募集
◎篆刻（てんこく）教室
 文字文化の源である篆書文字
などの印を刻んでみませんか。
●日時　毎月第１・３日曜日　
　午後１時～５時
●場所　帷子公民館
●会費　２，０００円／月（用具と
　材料費は実費）
●問合先　太田さん蕁烽２３８６

メンバー募集
◎可児ツーリングサークル
　市内や市周辺のプチツーリン
グ、情報交換などしています。
●日時　毎月第４日曜日　午前
　８時～１０時ごろ（雨天延期）
●集合場所　可児市役所駐車場
●会費　なし
●問合先　岩田さん 蕁０９０（７６
８３）００７３　HP http://kaninet.
web.fc2.com/ 

10

次の皆さんから浄財などの
寄付がありました。（敬称略）

社会福祉に…
●国際園芸アカデミー庭木剪定
管理専門講座受講者　●国際園
芸アカデミー庭木剪定管理講座
受講者　●紡裕会　●豊浄喜会
●可児福音教会

文化振興に…
●松原きみ子
家庭教育支援事業推進の
ために…
●国際ソロプチミスト可児　

〒509-0292　広見一丁目1番地
　 kouhou@city.kani.gifu.jp
　お子さんの名前（ふりがな）、
　生年月日、保護者氏名、住所、
　電話番号にコメントを３０文字程度
　添えて送る（メール、プリントどちらで
　も可）

写真募集中

広報かに ２００６．８．１
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７
月
１
日
と
２
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

で
可
児
市
音
楽
祭
２
０
０
６
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 
市
内
の
音
楽
団
体
な
ど
が
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で

８
回
目
。
今
回
は
、
過
去
最
多
と
な
る
１２
団

体
が
出
演
し
、
初
め
て
二
日
間
に
わ
た
っ
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

 
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
市
内
の
中
学
校
吹
奏

楽
部
や
一
般
の
吹
奏
楽
団
、
合
唱
団
な
ど
が
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
映
画
音
楽
な
ど
人
気
曲
の
演

奏
や
歌
を
披
露
。
会
場
と
な
っ
た
主
劇
場
に

は
美
し
い
歌
声
や
迫
力
あ
る
演
奏
が
響
き
わ

た
り
、
詰
め
掛
け
た
観
客
は
、
そ
の
素
晴
ら

し
い
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
２１
日
か
ら
２６
日
ま
で
、
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
で
第
９
回
花
の
ま
ち
可
児
手
づ
く
り

絵
本
大
賞
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
絵
本
作

家
あ
べ
弘
士
さ
ん
の
原
画
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

 
会
場
に
は
、
あ
べ
さ
ん
の
６
冊
の
絵
本
の

原
画
お
よ
そ
１
０
０
点
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
あ
べ
さ
ん
の
絵
本

も
置
か
れ
、
訪
れ
た
人
は
絵
本
と
原
画
を
見

比
べ
な
が
ら
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 
２５
日
に
は
あ
べ
さ
ん
本
人
が
来
場
し
、
動

物
の
絵
の
描
き
方
を
教
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
ま
ず
参
加
者
が
思
い
思
い
に
ウ
サ
ギ
や
サ

ル
の
絵
を
描
く
と
、
動
物
園
の
飼
育
係
と
し

て
長
年
勤
務
し
た
経
歴
を
持
つ
あ
べ
さ
ん
が

動
物
の
特
徴
と
そ
の
描
写
に
つ
い
て
レ
ク
チ

ャ
ー
。
参
加
者
か
ら
は
、
あ
べ
さ
ん
の
絵
と

自
分
の
絵
と
の
違
い
に
笑
い
声
や
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

可
児
市
音
楽
祭
２
０
０
６

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
一
堂
に

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

絵
本
に
親
し
ん
で

市内中学校の吹奏楽部による合同バンド

息の合ったハーモニーが会場を包む

蜻はつらつとした演奏を披露した兼山小児童

動物の描写法を教えるあべさん

ワークショップでは塗り絵にも挑戦

色とりどりの原画を展示
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７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間
、
兼

山
地
区
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
と
い
わ
れ
る

伝
統
行
事
「
百
万
遍
の
町
流
し
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
期
間
中
、
毎
日
夕
方
に
な
る
と
、
「
百
万

遍
」
と
墨
書
し
た
角
行
灯
を
先
頭
に
、
子
ど

も
た
ち
が
「
光
明
遍
照
（
こ
う
み
ょ
う
へ
ん

じ
ょ
う
）
」
な
ど
と
合
唱
し
な
が
ら
、
１
０

８
個
の
木
の
球
を
つ
な
い
だ
大
き
な
数
珠
を

持
っ
て
練
り
歩
き
ま
す
。
途
中
、
適
当
な
場

所
で
立
ち
止
ま
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
数
珠

を
操
り
、
１
０
８
個
の
球
の
う
ち
母
球
と
い

わ
れ
る
一
番
大
き
な
球
を
順
番
に
額
に
当
て

て
い
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
病
気
を

せ
ず
元
気
に
育
つ
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る

か
ら
で
す
。

 
各
自
治
会
毎
に
行
わ
れ
た
こ
の
行
事
に
は
、

今
年
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
元

気
よ
く
合
唱
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
無
事
な

成
長
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

 
７
月
２
日
、
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

組
む
全
国
強
調
月
間
に
伴
う
街
頭
啓
発
が
、

市
内
の
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地

域
ぐ
る
み
で
青
少
年
を
育
て
、
青
少
年
の
非

行
防
止
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。
啓
発
に
は
、
可
児
市
青
少
年
市

民
会
議
関
係
団
体
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
可
児
地
区
実
施
委
員
会
、
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー

ズ
な
ど
約
１
７
０
人
が
参
加
し
、
市
内
の
ス

ー
パ
ー
７
カ
所
で
、
啓
発
物
品
を
来
店
者
に

手
渡
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

 
７
月
１
日
、
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で

２
万
個
の
積
み
木
で
遊
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
親
子
約
６０
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
ほ
る
ぷ
出
版
社
の
豊
田
利
幸
さ
ん
が
講
師

を
務
め
た
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
参
加

者
は
「
童
具
作
家
」
と
し
て
テ
レ
ビ
で
も
お

な
じ
み
の
和
久
洋
三
さ
ん
の
積
み
木
を
使
い
、

塔
や
城
、
家
な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
場
と
な
っ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
二
階
か
ら
作
品
を
眺
め
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

自
由
に
つ
く
っ
た
建
物
が
集
ま
っ
て
街
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
様
子
に
、
驚
き
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

非
行
防
止
を
街
頭
啓
発

青
少
年
を
地
域
で
見
守
ろ
う

百
万
遍
の
町
流
し

子
ど
も
の
元
気
な
成
長
を
願
っ
て

積
み
木
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

積
み
木
で
広
が
る
可
能
性

地域内を練り歩く子どもたち

数珠を操って無病息災を祈りました

どんな建物ができるかな

スーパーで啓発用のうちわを配布
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●問合先　可児夏まつり実行委員会　蕁烋００１１（可児商工会議所内）

●時間　午後５時～８時
●場所　総合会館１階（市役所向かい）
　浴衣、ひも３本、おこし、肌じゅばん、帯、帯板、タオル２
　枚、げたをお持ちください。

●時間　午後６時３０分～７時４５分
　メインステージで、ダンスチームの踊りや太鼓
　の演奏を披露します。

午前の部　午前１０時～午後１時
★とんかち広場（先着２００人、参加料３００円）
★ちょうちん作り（先着２００人、無料）
 ちょうちんに絵を描いて、祭り会場に飾ります。　
　後日、描いてもらったお子さんにプレゼント。
★風鈴絵描き（先着１００人、参加料５００円）
 透明ガラスの風鈴に絵を描こう。
★汽車ぽっぽ乗車
★魚つかみ（午前９時３０分から配る整理券が必要）
★パトカー、白バイ展示
★アコースティックライブ
 ㈱ヤイリギターの職人さんの生演奏。
※ほかにもたくさんあるよ。

●時間　午後６時～６時３0分
 　　　午後８時３５分～１０時
 今年も「おどろまいか」を中心に、「どっこいしょ」「花
　祭り」などで盛り上げます。
 もちろん定番の盆踊りもありますよ。

●時間　午後８時～８時３０分
 幅１００メートルを超える巨大パノラマ！高さ１0メートル
　の光の乱舞が視界いっぱいに広がって、可児の夜空
　を彩ります。

午後の部 午後５時～８時
★射的、輪投げ、ひも引き
　（１回１００円）
★ザリガニ釣り（１回１００円）
 １匹釣って、希望者には
　プレゼント。
※ほかにもたくさんあるよ。

●時間　午後６時～１０時
 この日も総踊り・盆踊りで盛り上がろう！ステージ発表
　もあるよ。そして「おどろまいかコンテスト」として、エン
　トリーしてくれた人の中から、大賞・準大賞・特別賞を
　決定します！

●時間　午後３時～７時
●場所　総合会館1階（市役所向かい）

12

●場所　ふるさと川公園
　　　　（市役所北側）

●場所　ふるさと川公園
　　　　（市役所北側）



【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

土曜窓口

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税務
課で証明書発行業務などを行っています。
●時間　午前９時～正午
●場所　市役所（入口は庁舎西口）
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑
証明書・各種税務証明書の発行、戸籍の
届け出の受け付け、納税相談

※住所変更と印鑑登録はできません。
　（外国人についても同様です）

土曜窓口

8/5貍・8/19貍・9/2貍

●
期
日
　
８
月
１９
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜

●
場
所
　
若
葉
台
集
会
場

●
内
容
　
○
「
帷
子
の
植
物
に
つ
い
て
」
（
講

　
師
・
須
賀
瑛
文
さ
ん
）
　
○
「
帷
子
の
ヒ

　
メ
コ
ウ
ホ
ネ
と
里
山
」
（
講
師
・
亀
谷
光

　
さ
ん
）

●
入
場
料
　
無
料

※
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
観
察
会
を
午
後
４
時
３０
分

　
か
ら
行
い
ま
す
。

　
問
合
先
　
帷
子
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
事
務
局
　
　
　
　
　
蕁
烽
２
８
０
０

  

会
員
の
書
の
作
品
と
写
真
の
作
品
の
展
示

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
８
月
２３
日
（
水
）
〜
２７
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
２３
日
は

　
午
後
１
時
か
ら
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
入
場
料
　
無
料

　
問
合
先
　
同
協
会
の
内
村
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烽
５
６
５
４

  

平
成
１８
年
度
可
茂
地
区
ス
ポ
レ
ク
祭
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
９
月
１０
日
（
日
）
　
雨
天
中
止

●
時
間
　
午
前
８
時
か
ら
受
け
付
け

●
場
所
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
緑
の
丘
（
花
フ

　
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
参
加
費
　
一
人
２
０
０
円

●
申
込
方
法
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
坂
戸
・

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
、
兼
山
振
興
事
務
所
、

　
各
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し

　
込
む

●
申
込
受
付
時
間
　
○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
＝

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
１０
時
　
○
兼
山
振

　
興
事
務
所
お
よ
び
各
連
絡
所
＝
平
日
の
午

　
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

●
申
込
締
切
　
８
月
２８
日
（
月
）

　
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　

　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
講
習
時
間

●
場
所
　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
　

　
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者
　
高
校
生
以
上
（
子
ど
も
連
れ
の

　
参
加
は
不
可
）

●
定
員
　
各
１８
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　
運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料
　
５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

　
な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

　
で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け

　
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
時
　
８
月
１０
日
（
木
）
午
前

　
８
時
３０
分
〜

※
講
習
時
間
１０
分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　
同
連
盟
事
務
局
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
８
６
０
０

募
集

In
vitation

ス
ポ
レ
ク
祭

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
を

体
育
連
盟

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ヒメコウホネ

帷
子
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

帷
子
の
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
と

 

　
　
　
　
　
里
山
を
知
ろ
う
！

午前10時　
　　～正午

期　　日

９月６日（水） 午前１０時　
　　～正午

９月９日（土） 午後７時　
　　～９時

午後７時　
　　～９時

午後７時　
　　～９時

９月１７日（日）

９月２２日（金）

９月３０日（土）

講習時間

可
児
市
文
化
協
会

書
道
展
と
写
真
展
を
開
催

催
し

E
ven

t
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●
テ
ー
マ
　
日
常
生
活
、
学
校
生
活
の
中
で

　
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
に

　
関
し
て
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
生

　
き
生
き
と
表
現
し
た
も
の

●
応
募
資
格
　
可
児
市
お
よ
び
御
嵩
町
在
住

　
の
小
中
学
生

●
作
文
枚
数
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３

　
〜
５
枚
程
度

●
応
募
方
法
　
作
文
に
住
所
、
氏
名
、
学
校

　
名
、
学
年
を
記
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
課
あ
て
に
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

●
応
募
締
切
　
９
月
５
日
（
火
）
必
着

●
表
彰
な
ど
　
入
賞
者
に
、
表
彰
状
な
ど
を

　
贈
呈
。
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、
応
募
作
品
・

　
応
募
者
名
は
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

 

入
賞
作
品
は
、
今
後
の
選
挙
の
啓
発
標
語

と
し
て
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に
使
用
し
ま

す
。

●
テ
ー
マ
　
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
も
の

　
ま
た
は
投
票
棄
権
防
止
を
呼
び
掛
け
る
も
の

●
応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、

　
在
学
し
て
い
る
人

●
標
語
の
字
数
　
２０
文
字
以
内

●
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
生
は
学
校

　
名
と
学
年
）
を
明
記
し
、
は
が
き
（
可
児

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
あ
て
）
、
ま

　
た
は
電
子
メ
ー
ル
（som

u@
city.kani.

　gifu.jp

）
で
送
る

●
応
募
締
切
　
８
月
３１
日
（
木
）

※
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
自
作
・

　
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
応

　
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の

　
使
用
等
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、
可
児

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

 

問
合
先
　
同
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
１
１
１
１

 

定
年
後
の
生
活
を
支
え
る
収
入
源
と
し
て

最
も
頼
り
に
な
る
老
齢
年
金
や
、
平
均
寿
命

を
超
え
る
高
齢
者
の
増
加
に
伴
っ
た
介
護
の

問
題
な
ど
を
考
え
ま
す
。

●
期
日
　
８
月
１７
日
（
木
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

●
場
所
　
多
治
見
市
文
化
会
館
（
多
治
見
市

　
十
九
田
町
）

●
講
演
　
「
高
齢
期
を
前
に
考
え
る
こ
と
と

　
は･･･

」
〜
年
金
・
失
業
・
介
護
制
度
を

　
斬
る
！
〜

●
講
師
　
三
吉
由
久
夫
さ
ん
（
社
会
保
険
労

　
務
士
）

●
対
象
者
　
４５
歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
、
企

　
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者

●
定
員
　
４０
人

●
参
加
費
　
無
料

　
申
込
・
問
合
先
　
同
支
援
セ
ン
タ
ー

 

　
　
　
蕁
０
５
８
（
２
５
１
）
８
５
５
１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

可
児
市
選
挙
管
理
委
員
会

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
を
募
集

部　　門 応募資格 募集作品 作品企画 出品点数

一般の発明考
案の部

可児郡市内に在住または在勤
の個人、グループ

体積は1.0裙、
重さは20kg以内

制限無し
産業上または日常生活に有益
なアイデア作品や発明考案品
など

女性の発明考
案の部

可児郡市内に在住または在勤
の個人、グループ

体積は1.0裙、
重さは20kg以内

制限無し
生活に結びついた衣食住に関
するアイデア作品や考案品な
ど

児童・生徒・教
職員のくふう
の部

可児郡市内の小・中学生、高
校生、教職員

体積は1.0裙、
重さは20kg以内

１校につき１0点
程度（高校生は
制限無し）

課題は自由で創意工夫の作品

児童・生徒の
絵画の部

可児郡市内の小・中学生
四つ切り画用紙
大(Ｂ３版)、パソコ
ン利用はＡ４版

１校につき１0点
程度

未来の科学の世界や夢を描い
た作品

事務所・事業
所発明考案の
部

可児郡市内に事務所・事業所
がある企業

体積は2.0裙、重
さは50kg以内

制限無し企業内で発明考案されすでに
公開されている作品やアイデア

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

（社）発明協会岐阜県支部可児支会は、第24回可児郡市発明・創意くふう展の作品を募集します。

●申込方法　商工観光課または兼山振興事務
　所、各連絡所に備え付けの申込用紙に必要事
　項を記入して提出する
●申込締切　９月４日（月）
●作品提出　９月６日（水）午後１時～５時に総合
　会館分室（ＪＲ可児駅西）へ持参する

作品展
蜴期日　９月９日（土）、１０日（日）
蜴時間　午前９時３０分～午後５時
　（１０日は午後４時まで）
蜴場所　総合会館分室
●問合先　商工観光課
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●
期
日
　
８
月
２３
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所
　
図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
内
容
　
牛
乳
パ
ッ
ク
の
帽
子
作
り

●
定
員
　
５０
人
（
親
子
の
参
加
も
可
）

●
講
師
　
ふ
し
ぎ
な
泉
ク
ラ
ブ
（
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物
　
は
さ
み
、
ホ
チ
キ
ス
、
い
ろ
い

　
ろ
な
色
の
油
性
マ
ジ
ッ
ク

　
広
報
か
に
７
月
１５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

図
書
館
講
座
の
問
合
先
で
本
館
の
電
話
番
号

が
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
申
込
・
問
合
先
　
本
館
蕁
烝
５
１
２
０
、

　
帷
子
分
館
蕁
烽
８
５
３
０
、
桜
ケ
丘
分
館

　
蕁
焉
３
４
７
３
 

 
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し

い
工
作
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
８
月
２４
日
（
木
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
内
容
　
○
午
前
＝
工
作
（
か
ば
ん
作
り
）

　
○
午
後
＝
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

●
対
象
者
　
小
学
生

●
定
員
　
２０
人

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物
　
大
き
な
洗
濯
ば
さ
み
２
個

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
蕭

　
烙
７
０
１
１
）
で
、
氏
名
、
学
年
、
住
所
、

　
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

●
申
込
締
切
　
８
月
１８
日
（
金
）

※
昼
食
は
、
お
に
ぎ
り
と
お
茶
を
用
意
し
ま

　
す
。

 
申
込
・
問
合
先
　
同
人
材
セ
ン
タ
ー

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烙
５
８
１
１

●
期
日
と
内
容
（
全
３
回
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
市
消
費
生
活
相
談
員

●
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

●
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
締
切
　
８
月
３１
日
（
木
）

　
申
込
・
問
合
先
　
商
工
観
光
課
 

　
市
は
、
鳩
吹
山
の
環
境
保
護
・
保
全
と
魅

力
あ
る
自
然
の
豊
か
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら

う
た
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
第
１
、
３
、
４
回
は
鳩
吹
山
、
第

　
２
、
５
回
は
帷
子
公
民
館

●
講
師
　
林
進
さ
ん
（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

●
定
員
　
４０
人
（
抽
選
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
商
工
観
光
課
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切
　
８
月
２３
日
（
水
）
必
着

　
申
込
・
問
合
先
　
商
工
観
光
課

●
期
日
　
９
月
５
日
（
火
）
〜
１０
月
２４
日
　

　（
火
）
の
毎
週
火
・
木
曜
日
の
全
１５
回

●
時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所
　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
６
０
０
０
円

●
申
込
締
切
　
８
月
２２
日
（
火
）

※
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
申
込
・
問
合
先
　
可
児
商
工
会
議
所

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烋
０
０
１
１

 ●
対
象
者
　
自
分
で
通
所
が
可
能（
家
族
に
よ

　
る
送
迎
も
可
）で
、療
育
手
帳
の
交
付
を
受

　
け
、一
般
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
し
て
い
る
人

●
勤
務
日
時
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時
（
土
・
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末

　
年
始
は
休
所
）

●
利
用
料
　
１
日
当
た
り
６
０
６
円
〜
７
０

　
２
円
（
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
ま
す
、
ま

　
た
食
費
等
実
費
負
担
が
別
途
必
要
）

●
作
業
内
容
　
箱
折
り
、
車
の
部
品
の
組
み

　
立
て
、
タ
オ
ル
箱
詰
め
な
ど

●
募
集
人
数
　
若
干
名

　
申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課

図
書
館
講
座

夏
休
み
、み
ん
な
で
作
ろ
う
!

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
緒
に
工
作
し
よ
う

可
児
商
工
会
議
所

商
業
簿
記
検
定
３
級
の
講
習
会

消
費
生
活
講
座

だ
ま
さ
れ
な
い

〜
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
法
〜

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鳩
吹
山
の
環
境
保
護
・
保
全
と

 

　
　
　
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う

知
的
障
が
い
者
通
所
授
産
施
設

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
作
業
所
の

 

　
　
　
通
所
者
を
募
集
し
ま
す

回 期　　日 内　　　容

１

２

３

９月２８日
（木）

１０月１２日
（木）

１０月２６日
（木）

市内で多発するトラ
ブルについて（架空
請求・振り込め詐欺）

こんな手口にご用心
（契約・悪質商法ほ
か）

知ってて安心クーリ
ング・オフ
（手続きの仕方）

回

１

２

３

４

５

期　　日

９月１４日（木）

９月３０日（土）

１０月１１日（水）

１１月１日（水）

１１月１４日（火）

内　　　容

森の多様性を読む

里山林から海への
つながり

鳩吹山を診断する

樹形学への招待

地域を変えるグラウン
ドワーク
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●
受
講
資
格
　
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
で
就

　
労
意
欲
の
あ
る
人

●
訓
練
期
間
　
６０
日
（
３
０
０
時
間
）

●
訓
練
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
（
ワ
ー

　
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な

　
ど
）

●
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
の
み
自
己
負
担
）

●
募
集
人
数
　
５
人

●
申
込
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
（
蕁

　
０
５
７
２
澤
３
３
８
１
）
へ
電
話
で
申
し

　
込
む

 

問
合
先
　
国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
澪
２
５
５
１

 

●
期
日
　
９
月
５
日（
火
）〜
１０
月
５
日（
木
）

　
の
う
ち
の
１０
日
間（
土
・
日
、祝
日
は
除
く
）

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
対
象
者
　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
６０
歳

　
代
前
半
の
人

●
定
員
　
２０
人
（
抽
選
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
総
合

　
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）
、
可
児
市

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
内
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
申
し
込
む

●
申
込
締
切
　
８
月
１９
日
（
土
）
必
着

※
当
選
し
た
人
の
み
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
申
込
・
問
合
先
　
可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
蕁
烙
５
８
１
１

 

●
期
日
　
９
月
２４
日
（
日
）
雨
天
中
止

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

●
場
所
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の
丘
（
花

　
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
出
店
料
　
１
ブ
ー
ス
（
車
１
台
分
の
ス
ペ

　
ー
ス
）
＝
１
２
０
０
円

●
出
店
物
　
家
庭
内
の
不
用
品
に
限
る

●
募
集
ブ
ー
ス
　
５０
ブ
ー
ス
（
抽
選
）

●
対
象
者
　
可
児
・
加
茂
地
域
（
さ
さ
ゆ
り

　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
内
）
在
住
の
人

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

　
電
話
番
号
、
出
品
物
（
全
部
）
を
具
体
的

　
に
記
入
し
、
〒
５
０
９
―
０
２
０
５
徳
野

　
南
１
‐
３
３
「
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
の
会
」
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切
　
８
月
３１
日
（
木
）
必
着

 

問
合
先
　
同
会
の
藤
田
さ
ん

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
４
０
１
４

 

●
期
日
　
８
月
１１
日
（
金
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所
　
多
治
見
市
文
化
会
館
（
多
治
見
市

　
十
九
田
町
）

●
内
容
　
多
治
見
税
務
署
の
署
員
に
よ
る
会

　
社
の
決
算
・
申
告
に
つ
い
て
の
講
演

●
対
象
者
　
法
人
・
企
業
の
担
当
者

●
参
加
費
　
無
料
　

　
申
込
・
問
合
先
　
同
法
人
会

 

　
　
　
　
　
　
蕁
０
５
７
２
澹
５
５
３
８

　
美
濃
加
茂
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
収

納
事
務
を
行
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
人

な
ど
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
８
月
２３
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
国
保
年
金
課
（
市
役
所
）

●
持
ち
物
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
窓
口

　
開
設
の
案
内
は
が
き
、
ま
た
は
年
金
手
帳

　
問
合
先
　
国
保
年
金
課

案
内

G
u

id
an

ce

国
民
年
金

保
険
料
納
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す

障
が
い
者
職
業
訓
練

Ｉ
Ｔ
技
能
習
得
訓
練
生
を
募
集

（
社
）多
治
見
法
人
会

決
算
法
人
説
明
会
を
開
催

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

調
理
技
術
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

　
育
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

わくわく体験館

ガラス工芸を楽しもう
わくわく体験館ガラス工房では、「吹きガ
ラス」と「ステンドグラス」の初級講座の
受講生をそれぞれ募集します。

※どちらの講座とも全６回コース。

●講座の内容

●コースと日時

※吹きガラスは長袖、長ズボン（綿、麻などの
　素材）、ズック靴（布、革製）を着用。
●場所　わくわく体験館（塩河）
●応募締切　８月20日（日）
●申込・問合先　わくわく体験館 蕁烽１５１５

木枠パネル

コース名

講座名

各コース
定員

受講料

内　容

吹きガラス初級蠱 ステンドグラス初級蠱

時　　間 期　　日

木曜午前
コース

午前９時30分 
　　　　～正午

９／７、14、28、 
10／５、12、19

金曜午後
コース

午後１時　　 
　　～３時30分

９／８、15、29、 
10／６、13、20

土曜午前
コース

午前９時30分 
　　　　～正午

９／９、16、30、 
10／７、14、21

基礎を学びながら、
グラスや小鉢、一
輪挿しなどを作る

ステンドグラスの
技法で、木枠パネ
ルを製作

２人（抽選）

21,000円
（材料費込み）

18,000円
（材料費込み）

20人（抽選）

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/
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監査委員に
松野さんを選任

　市は、第２回市議
会定例会での同意を
得て、松野重厚さん
（土田）を監査委員
に再任しました。
　任期は、６月28日
から平成22年６月27
日までです。

　
次
の
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅

れ
る
と
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

▽
必
要
書
類
　
現
況
届
（
現
在
の
認
定
者
に

　
は
送
付
）、
手
当
証
書
、
養
育
費
に
関
す

　
る
申
告
書
、
認
印
　

父
子
家
庭
等
支
援
手
当

▽
必
要
書
類
　
現
況
届
（
現
在
の
認
定
者
に

　
は
送
付
）、
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書
、　

　
認
印
　

〔
共
通
事
項
〕

●
受
付
期
間
　
８
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
３１

　
日
（
木
）
ま
で
の
平
日
の
み

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所
　
こ
ど
も
課

※
届
出
事
由
等
に
よ
り
、
添
付
書
類
が
異
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
先
　
こ
ど
も
課

  
平
成
１７
年
５
月
３０
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら

「
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧
奨
を

一
時
差
し
控
え
る
」
と
の
勧
告
が
あ
り
、
現

在
も
接
種
を
控
え
て
い
ま
す
。

 
こ
れ
は
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
重
症
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

の
発
症
に
よ
り
、
接
種
を
慎
重
に
取
り
扱
う

た
め
の
措
置
で
す
。
こ
の
た
め
、
接
種
の
案

内
は
一
部
を
除
い
て
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 
今
後
、
再
開
の
め
ど
が
た
っ
た
時
な
ど
は
、

広
報
紙
や
個
別
通
知
の
方
法
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
同
課

  
Ｄ
Ｖ
（
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
）
は
、
殴

る
な
ど
の
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒

鳴
る
、
監
視
す
る
、
お
金
や
行
動
を
制
限
す

る
な
ど
の
精
神
的
な
暴
力
も
含
み
ま
す
。

 
専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
囲
み
、
Ｄ
Ｖ
を

も
っ
と
よ
く
知
り
、
女
性
へ
向
け
ら
れ
る
暴

力
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
８
月
１２
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

　
問
合
先
　
総
合
政
策
課

  
道
路
は
生
活
の
基
本
を
支
え
て
く
れ
る
も

の
で
す
が
、
と
て
も
身
近
す
ぎ
て
、
そ
の
大

切
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

 
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」、
８
月

１０
日
は
「
道
路
の
日
」
で
す
。

 
こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
道
路
の
重
要

性
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
先
　
土
木
課

  
こ
れ
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
県
民
相
談
セ

ン
タ
ー
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
県
交
通

事
故
相
談
所
の
３
つ
の
相
談
機
関
が
「
県
民

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
曜
〜
金
曜
の
午
前
８
時
３０

　
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・
日
、
祝
日
、

　
年
末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
内
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
事
や
困

　
り
事
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

　
る
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通
事
故
に
関
す
る
さ
ま

　
ざ
ま
な
困
り
事

●
相
談
専
用
電
話
番
号
　
０
５
８
（
２
７
７
）

　
１
０
０
３

※
月
２
回
、
岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
（
岐

　
阜
市
藪
田
南
）
で
面
接
に
よ
る
無
料
法
律

　
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

　
問
合
先
　
県
庁
環
境
生
活
政
策
課

 
　
　
　
蕁
０
５
８
（
２
７
２
）
１
１
１
１

こ
ど
も
課

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種

接
種
を
控
え
て
い
ま
す

男
女
共
同
参
画
・
交
流
サ
ロ
ン

Ｄ
Ｖ
を
知
ろ
う

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

８
月
１０
日
は
道
の
日
で
す

野外民俗博物館リトルワールドの協賛により、裏面の優待券を利用すると、市民に
限り入館料の特別割引を実施します。
期間中のイベント
☆８月５日～２０日　「ブラジル・サンバカーニバル」
☆８月２７日まで　「スイーツＥＸＰＯ」
☆８月５日、１１日～15日、19日、26日「エキゾチックナイト」
「エキゾッチクナイト」の期間中はナイター営業を実施し、通常５時までの営業時間
を９時まで延長。ナイター営業日は、午後４時以降の入館料金が通常の半額、駐
車場は無料。
※午後４時以降の入館では、優待券との併用はできません。
●問合先 可児市観光協会（商工観光課内）またはリトルワールド蕁０５６８烝５６１１

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

暮
ら
し
の
窓
口
が

 

　
　
　
新
し
く
な
り
ま
し
た



収集地区  金物類・
 粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレー資源 

中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

久々利・羽崎・二野・
緑ケ丘・羽生ケ丘・瀬田・
柿田・しらさぎ・渕之上・兼山

下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・
松伏・大森台・星見台
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23貉 16貉

24貅 17貅

14豺 21豺

17貅 24貅

16貉 23貉

15貂 22貂

11貊 18貊

18貊 25貊

8月のごみ・リサイクル資源収集日
期　　日

回収団体

回収品目

収集時間
場　　所

８月２７日（日）

可児市生活学校

瓶、缶、ペットボトル、
トレー、発泡スチロール、
紙類（新聞とチラシは別にす
る）

午前９時～11時の間に総合
会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

資源集団回収にご協力を

大人　　 １６００円→５００円　高校生　　１０００円→５００円
シルバー　１２００円→５００円　小中学生 ６００円→２００円
幼児　 　　３００円→１００円

※ １枚につき5人まで有効。コピー不可。
※ クーポン券がない場合は割引ができません。また、他券との併用はできません。

有効期限　平成18年8月31日（木）

　
８
月
６
日
は
広
島
に
、
９
日
は
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。
ま
た
、
１５
日
は

終
戦
記
念
日
で
、
６１
周
年
を
迎
え
ま
す
。

 

原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
次
の
日
時
に
は
、
各
家
庭
、

職
場
、
地
域
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
〇
８
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
１５

　
分
　
○
８
月
９
日
（
水
）
午
前
１１
時
２
分

 

○
８
月
１５
日
（
火
）
正
午

　
問
合
先
　
秘
書
課 

 

利
用
す
る
人
は
、
必
ず
予
約
し
て
か
ら
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
８
月
２０
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
相
談
料
　
無
料

●
相
談
内
容
　
○
不
動
産
登
記
（
売
買
・
贈

　
与
・
相
続
・
遺
言
な
ど
）
　
○
商
業
登
記

　
（
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
）
　
○
簡

　
易
裁
判
所
訴
訟
代
理
（
訴
訟
額
１
４
０
万

　
円
以
下
の
訴
訟
）
　
○
多
重
債
務
問
題
（
過

　
払
い
金
返
還
請
求
・
自
己
破
産
な
ど
）

　
○
裁
判
事
務
・
本
人
訴
訟
支
援
（
訴
状
・

　
答
弁
書
作
成
）
な
ど

●
相
談
時
間
　
１
相
談
に
つ
き
４０
分
以
内

●
定
員
　
１２
人
（
先
着
順
）

●
予
約
電
話
番
号
　
蕁
０
５
８
（
２
４
８
）

　
１
７
１
５

●
受
付
時
間
　
平
日
の
午
後
１
時
〜
４
時

　
問
合
先
　
同
会
中
濃
支
部
蕁
澪
８
３
３
０

  

県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
期
日
　
８
月
９
日
、
２３
日
、
９
月
１３
日
、

　
２７
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
申
込
・
問
合
先
　
（
財
）
岐
阜
県
産
業
経

　
済
振
興
セ
ン
タ
ー
蕁
０
５
８
（
２
７
７
）

　
１
０
９
６
、
ま
た
は
可
児
商
工
会
議
所
蕁

　
烋
０
０
１
１ 

 

毎
年
、
夏
に
な
る
と
感
電
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
８
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
て
、
皆
さ

ん
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

 

こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
も
安
全
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
時
、
コ

　
ー
ド
を
持
っ
て
引
き
抜
い
て
い
ま
せ
ん
か

・
１
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
た
く
さ
ん
の
電

　
気
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
タ
コ
足
配
線

　
は
火
災
の
も
と
で
す

・
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
に
ア
ー
ス
線
は
取

　
り
付
け
て
い
ま
す
か

・
漏
電
遮
断
器
は
取
り
付
け
て
い
ま
す
か

　
問
合
先
　
（
財
）
中
部
電
気
保
安
協
会
加

　
茂
事
業
所
　
　
　
　
　
　
蕁
濟
６
５
１
０

恒
久
平
和
を
祈
る

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

岐
阜
県
司
法
書
士
会

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

（
財
）中
部
電
気
保
安
協
会

家
庭
で
も
電
気
の
安
全
点
検
を
！

無
料
移
動
相
談
窓
口

創
業
か
ら
経
営
に
関
す
る

 

　
　
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
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8月の税金

※8月３１日までに納めましょう。

　●市県民税　

　国民健康保険税
●
　介護保険料

2期

3期

あこがれママ教室

母子健康手帳交付

BCG

１歳６か月児健康診査

こども相談

離乳食モグモグ教室

こども歯みがき相談

法律相談

住宅（建築）相談
心配ごと相談

ことば・発達相談

発達と教育の相談会

生涯楽習相談

人権・困りごと相談
消費生活相談

行政相談

精神保健福祉相談

献血

乳児健康診査・離乳食相談

３歳児健康検査

３種混合（初回・追加）

　

●期日　○１課＝８月１１日（金）
○２課＝８月１８日（金）　○３課
＝８月２５日（金）　●受付時間
９時～９時１０分　●場所　保健セ
ンター　●内容　○１課＝妊娠中の
生活と栄養（試食）　○２課＝歯の
衛生（歯ブラシ、手鏡、コップを持
参）、妊婦体操（運動のできる服装、
飲み物を持参）　○３課＝臨月から
お産、乳房の手当て
　

●期日　８月１８日（金）　●受付
時間　１時３０分～１時５０分　●場
所　保健センター　●対象者　１８
年５月１日～１５日生まれ　※ＢＣ
Ｇの前後４週間は、ほかの予防接種
を受けないでください。対象者には
個別に通知します。
　　

●期日　８月２５日（金）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１８年４月
１日～１５日生まれ
　

●期日　毎週金曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保
健センター

●期日　８月２１日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１７年１月
１日～１５日生まれ　※虫歯予防と
食生活についてもお話します。

●期日　８月２３日（水）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１５年７月
１６日～３１日生まれ　※健康診査前
に視・聴覚に関するアンケート、尿
検査セットを送付します。
 

●期日　８月２９日（火）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総
合会館（市役所向かい）　●対象者
離乳中期以降の子どもを持つ人
●持ち物　エプロン、三角きん、手
ふき　●申込締切　８月２２日（火）
●申込先　健康増進課

●期日と場所　○８月１４日（月）
＝ヨシヅヤ可児店（下恵土）　○８
月２２日（火）＝ユニー可児店（中
恵土）　●受付時間　１０時～１時、
２時～４時　※４００ml献血にご協力
ください。
　

●期日　８月２２日（火）　●受付時
間　１時２０分～２時　●場所　保健
センター　●対象者　１６年４月生まれ
●内容　歯科健診、歯こう染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導　●持
ち物　母子手帳、エプロン、タオル、
歯ブラシ、手鏡、コップ　●申込先　健
康増進課（前日までに）
　

●期日　８月２２日（火）　●受付時間
２時～２時３０分　●場所　桜ケ丘公
民館　●対象者　生後３カ月以上
９０カ月未満で、百日せきにかかっ
たことのない子（３～８週間の間隔
で３回接種）　※初回（３回目）終
了後１年～１年半の間隔で追加接種
を受けてください。
　

●期日　８月２３日（水）　●受付時
間　９時～１０時３０分　●場所　保健
センター　●対象者　乳幼児を持つ
人　※育児に関する相談に応じま
す。

●期日　８月１１日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　●問合先　総務課
　

●期日　８月１１日（金）　●時間
１時～４時　●場所　図書館本館（広
見）　●問合先　まちづくり推進課
　

●期日と場所　○８月１３日（日）
＝文化創造センター（下恵土）　
○８月２１日（月）＝市役所１階相
談室　●時間　１時～４時　※子
どもボランティア相談も受け付け
ます。　●問合先　生涯学習課
　

●期日　毎週火曜日　●時間　１
時～４時　●場所　福祉センター（今
渡）　●問合先　市社会福祉協議
会　蕁烝１５５５

●期日　８月１８日（金）　●時間
１時３０分～４時３０分　●場所　福
祉センター　●申込方法　福祉課へ
電話で予約する　●問合先　同課
　

●期日と場所　○毎週月・水・金曜日
＝市役所１階相談室　※８月１１日
（金）、１８日（金）、２１日（月）は
商工観光課　●時間　９時３０分～
２時３０分　●問合先　同課
　

●期日　８月１５日（火）、２２日（火）
●受付時間　１時～２時　●場所
福祉センター　●問合先　まちづ
くり推進課
　

●期日　８月１８日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保証制度などの相談も受け付けます。
●問合先　建築指導課

●期日　８月１６日（水）　●時間
１時３０分～３時３０分　●場所　総
合会館分室（ＪＲ可児駅西）　●申込
方法　各幼稚園、各保育園、小中
学校に備え付けの相談申込書で申
し込むか、教育研究所へ電話で予
約する　●問合先　同研究所　蕁
烙４８４１
　

●日時　平日の３時３０分～４時３０
分の間に電話で受け付け、予約
●場所　養護訓練センター（可児
警察署西）　●申込・問合先　同
センター　蕁烟０２５５

乳児健診・１歳６か月児健診・３
歳児健診と保健センターで行われ
る予防接種の番号札は、午前８時
３０分から受付に用意しています。
番号札を利用する場合は、母子健
康手帳を持参の上、お越しくださ
い。
●問合先　健康増進課



 岡田将監善同像（大永寺蔵）（『わかりやすい岐阜県史』より転載）

【材料（８人分）】
牛乳８００ｍｌ／コンデンスミルク大さじ８／Ａ（水大さじ６／粉ゼ

ラチン１５ｇ／キウイフルーツ１個／みかん缶８０ｇ／パイナップ

ル缶輪切り２枚／缶詰のシロップ２００ｍｌ

【作り方】
①Ａの粉ゼラチンを水に振り入れ、ふやかす。

②鍋に牛乳、コンデンスミルクを入れ中火にかける。木べらで

　混ぜながらコンデンスミルクを溶かし、沸騰寸前で火を止める。

③②に①のふやかしたゼラチンを入れ、溶かす。

④器に③を流し入れ、あら熱がとれたら、冷蔵庫に入れ冷やし

　固める。

⑤キウイフルーツは、皮をむき食べやすい大きさに切る。パイ

　ナップルも食べやすい大きさに切る。

⑥ゼリーが固まったら冷蔵庫から取り出し、フルーツを飾り、シ

　ロップをかけて出来上がり。

【栄養成分（１人分当たり）】
エネルギー１６５ｋｃａｌ／ タンパク質６.６ｇ／脂質５.３ｇ／炭水化

物１２.６ｇ／カルシウム１７０ｍｇ／塩分０.２ｇカルシウムが多いので、夏休みのお子さんのおやつにどうぞ
　

暑い日は打ち水しよう！
環 境 に
やさしい
生活術39

「ミルクゼリー」

食生活改善推進協議会がお届けする

その26

●問合先　環境課

　毎日暑い日が続きますね。冷房を使い過ぎてはいませ

んか？こんな日は、打ち水をしてみましょう。打ち水は

暑い日を少しでも涼しく過ごすための日本人の昔からの

知恵で、打ち水をすると気温が２度下がるといわれてい

ます。

 やり方は簡単。水を路面や庭、壁などに撒くだけ。こ

こでのポイントは、撒く水はお風呂の残り湯や米のとぎ

汁、雨水などを再利用すること。こうすると環境にやさ

しく温度を下げられます。打ち水で涼しさを感じたら、

冷房を止めて自然の風を楽しみましょう。

 気温が２度下がると、最大４％程度の電力が削減され

るという予想もあります。皆さんも打ち水で気温を下げ

て省エネし、地球温暖化を防ぎましょう。 

　関ヶ原の戦いの翌慶長６年（１６０１）、岡田将監善同
は現在の可児市下切に陣屋を構え、美濃国奉行大久保
石見守長安のもとで幕領代官の一人として美濃を支配
しました。
 大久保長安の死後、岡田善同は大久保から職を受け
継ぎ岐阜に陣屋を構えましたが、元和５年（１６１９）に
岐阜が尾張藩領になると、陣屋を現在の可児市下切に
移しました。岡田善同は寛永８年（１６３１）に釆地替え
によって大野郡揖斐に陣屋を移すまでの１３年間、下切
に居を構えました。
 岡田善同は大久保長安とならんで、美濃国幕領支配
の基礎を築いた人物であり、特に慶安３年（１６５０）の
木曽川大洪水の復旧においては、善同の子である善政
とともに治水奉行として「濃州国法」という美濃独自
の制度を確立し、後世に大きな影響を与えました。そ
のような人物が可児市内に陣屋を構えていたというこ
とは、近世初期の可児地域が美濃国を支配することに
おいて重要な地域だったからなのではないでしょうか。

●問合先　市史編さん室
 （総合会館分室東棟・ＪＲ可児駅西）蕁烝４６０１

20



　今年１１月に開催される、フェスピック(極東・南太平洋
障害者スポーツ大会)クアラルンプール大会に参加する
日本代表選手(６人)に選考されました。
　本格的に水泳に取り組み始めたのは、１９才になってか
ら。コーチの日置ひとみさんとの二人三脚で、週に６日、
多いときは１日に１万メートル泳ぎ込みます。
　水泳を通じて、人間的に大きく成長してくれたと目を
細める日置さん。「水をつかむ」など目に見えない感覚
を彼にわかる言葉で伝える事の難しさなど、練習方法は
二人で試行錯誤の連続でした。久田さんのがんばりによ
って、徐々に知的障害の選手たちを支える人の輪も広が
ってきました。
　来年は、ロンドンで開催される世界選手権大会で得意
の長距離種目でのメダル獲得を目指す久田さん、頑張り
ますと力強く決意を語りました。

ヒヨドリも真夏の暑さに思わず水の中へダイビング。暑さしの
ぎに水浴びを楽しんでいます。水浴びの後は、羽繕いに余念
がありません。（広眺ケ丘）

市の人口　101,451人（男／50,491人　女／50,960人）　世帯数　36,557世帯　（７月１日現在）
　　　　　　（前月より195人減、昨年同月より427人増）
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　久田　誠さん
　（B&G海洋センタープールにて）

真夏の行水

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。VOC成分

ゼロ 

表紙の人
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１０８熱中シリーズ○
水泳
久田　誠さん（緑ヶ丘・２８歳）


